
 

 

 

 

 

 

 

 

 １２月２２日(金)、中学１・２年生が弁論大会を、中学３年生がディベート大会を実施しました。弁論・デ

ィベート大会は、環境や社会に目を向け、人の意見に耳を傾ける態度を養い、そして自分の考えを相手

に伝える力を伸ばすことを目的に実施する行事です。今回は弁論大会に６名が出場し、ディベート大会

は５名 vs ５名の形式で行われました。本レポートでは出場した生徒の主張や観戦した生徒の感想をお

伝えします。 

 

 弁論大会は１・２年生一人ひとりが弁論するテーマを考え、国語の授業で発表し代表者を選出します。

選出され代表となった６名はいずれも堂々と自分の考えを発表していました。審査員の先生方も選考

に大変悩んだと仰っていましたが、最優秀賞に輝いたのは、２年生の幕田悠介さんです。優秀賞に選ば

れたのは２年生の草野悠乃さんと１年生の佐藤ゆあさんです。おめでとう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ディベート大会は中学３年生が国語の授業の中でディ

ベートを複数回体験し、その中から出場選手を決めます。

今回のディベートは「救急車の利用を有料化すべきであ

る」このテーマで“肯定側”、“否定側”に分かれ行われまし

た。難しいテーマではありましたがさすが中学３年生。そ

れぞれの立場で説得力のある意見が述べられており、非

常に見ごたえのあるディベートとなりました。 


